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・東海初！！「ファザーリング全国フォーラム」開催 

6 月２７、２８日に、「ファザーリング全国フォーラム in みえ」が四日

市市文化会館で開催されました。 

ファザーリング全国フォーラムとは、男性の育児参画の現状や支援等の手

法を、行政・企業・地域の活動団体・子育て中の方などが、共通の意識の

下で学び合うことや、男性の育児参画への取り組みの、より一層の推進や

機運を盛り上げることを目的としたもので、ＮＰＯ法人ファザーリングジ

ャパンを中心に多くの団体が参画し、実施しているフォーラムです。 

フォーラムはファザーリングジャパン代表・吉田大樹さんと本大会実行委員長・徳倉康之さん、三重

県健康福祉部子ども・家庭局長・西城昭二さんらがフォーラムのみどころを語る開会式から始まりまし

た。その後、育児や介護、ワーク・ライフ・バランスなどに関する１３の分科会が行われ、最終日のメ

インシンポジウムを合わせると、延べ３１００人の方がフォーラムに参加されました。 

・四日市発！パパのスマイル発信会議！～パパが描く 家族・まち・未来～ 

四日市市主催の父親の子育てマイスター(現在第５期生募集中)修

了生の１期生から４期生の有志によって結成された“パパスマイル四

日市”と四日市市が協力して、第 9分科会を実施しました。 

「四日市発！パパのスマイル発信会議！～パパが描く 家族・ま

ち・未来～」と題して、パパスマイル四日市に所属するパパたちが、

子育て中やもうすぐ親になる参加者と共に、育児・家事・仕事等につ

いて語り合うグループワークを行いました。グループワーク終了後に

は、“パパスマイル四日市”が講評をおこない、参加者全員に今後の 

決意や目標等を示す「パパ宣言」を記入してもらい、各自で持ち帰っていただくことで、第 9 分科会を

終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はもりあ」とは造語で、女性と男性の協

働という素敵な“ハーモニー”が奏でられる

“中核エリア”という意味です。 

２00６年 10 月に公募で決定した男女共同

参画センターの愛称です。 

 お待たせしました、好評の「さんかくカレッジ２０１４の市民企画講座」がいよいよ始まります。今

年は、「姿勢バランスこんなによくしていいん会」さん、「NPO法人四日市男女共同参画研究所」さん、

「Happyよかパパ」さんの３企画です。詳しい内容については、情報紙「はもりあ」、はもりあHP、四

日市市HPなどで、随時ご案内していきます。子どもから大人まで‘楽しめる’、‘勉強になる’講座で

す。お・た・の・し・み・に！！  ～ 皆さん「はもりあ四日市」へ来てくださいね ～ 

 

参加者数 

延べ３１００人 

対象：市内に在住する１８歳以上の男性で、子育てに関心がある人 

料金：無料（託児ありですが、事前申し込みが必要） 

申込方法：９月１２日までに、住所、名前、電話番号、メールアドレスを、はがきか電話、ファクス、 

Ｅメールでこども未来課へ 

その他：詳しい内容についてはこども未来課までお問合せ下さい。 

    〒510-0085 諏訪町 2-2  

    ＴＥＬ：354‐8069 ＦＡＸ：354－8061 Ｅメール：kodomomirai@city.yokkaichi.mie.jp 



さんかくカレッジ２０１４ 男性向け料理教室 

 

 
７月に、男性のための料理教室が３回開催されました。 

今年で６年目になりますが、毎回超人気講座で今回も５０人近くの応募があり、抽選で１２人の方が参 

加しました。当初から比べると、年齢も３０・４０代の方が多くなり、若い年代の人たちの中では、「料理 

は女性がするものではなく、できるほうがする」のが“ふつうの生活”になっていて、料理をする男性が 

増えてきているのではないでしょうか？ 

また、アンケートからも、「意外と簡単で、またやってみたいと思った」、「段取りの大切さがわかった」 

「料理の楽しさがわかった」など、台所に立つ回数が増えそうな感想がありました。 

第１回の料理教室の前に、男女共同参画アドバイザー飯田淳子さんに、男女共同参画についての基礎知識 

を、「ちょこっとさんかく教室」でちょこっとお話ししていただきました。 

４回目の１１月には、クリスマスやお正月にも役立つ「おもてなし料理で同窓会」を行います。 

これから３カ月の間、『みなさん！いっぱい料理してくださいね。料理って楽しいですよ(=^・^=)』 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

  

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょこっとさんかく教室 説明を聞く受講者 包丁さばき！ お見事！ 

普段料理してくれて
いる妻に対して感謝の
心に欠けていたことに
気付かされた。 

●「今を生き抜く３つの力」 実践編 ～充実した残りの人生を送りたいあなたへ～４回連続講座 

第１回 １０月１６日（木） 姿勢は健康の源     いつまでも自分の足で歩くためには姿勢が基本      

第２回 １１月２０日（木） ミニドリームマップ   未来の自分をイメージしませんか？ 

第３回 １２月１８日（木） エンディングノートとは 

第４回  １月１５日（木） エンディングノートを書こう                     

 

 

 
 
 

★申込み・問合せは､はもりあ四日市まで、９／５（金）９時より 電話、ＦＡＸ、メールにて受付開始 ★ 

 

時間 ９：３０～１１：３０         場所 本町プラザ２階 会議室 

費用 ４回で１０００円           定員 ２０人（先着順） 

託児 有（６カ月から未就学児程度）要予約   

 主催：姿勢バランスこんなによくしていいん会（ 「はもりあ四日市」登録グループ ）    

 

周りの人にわかってもらうためにも書 
いてみましょう 

7 月２６日（土）に、三重地区市民センターで、「男女共同参画の視点から、防

災・まちづくりを考える」をテーマに講演会が行われました。この取り組みは、地

域での女性の活躍促進が必要であることを、防災を切り口に地域の中で考えていこ

うと、市民団体・自治会・四日市市が協働して、各地区で昨年度から実施している

ものです。早稲田大学講師の浅野幸子
さ ち こ

さんをお招きし、地域活動やまちづくりにお

いて、女性の視点が必要であるというお話を伺いました。その後、青森県男女共同

参画センター「アピオあおもり」が作成した避難所運営のポイントを男女共同参画 

の視点からまとめたＤＶＤ「安心できる避難所づくり～男女共同参画の視点を避難所運営に～」を観て、三

重交番の井上真奈美巡査長から、阪神淡路大震災時の避難所警備についての体験談を伺いました。プログラ

ム後半では、被災後の避難所運営などについて、グループ討議を行い、浅野さんから講評をいただき、講座

への理解を深めていただきました。 

今後も、各地区において、同様の取り組みを実施していきます。いつ起るか分からない災害。お近くで開

催されるときは、ぜひご参加ください。 

※ 詳しくは、はもりあ HP でご覧ください！  はもりあ  

【三重地区での講演会の様子】 



 
 

 

 

みえ犯罪被害者総合支援センターが、県内で初めての「性被害専用相談ダイヤル」を開設

しました。女性カウンセラー２人が、無料で相談を受け付け、性暴力被害を受けた時期を考

慮しながら、必要に応じ、面談をしたり、病院や女性弁護士を紹介してくれます。 

 全国的には、性犯罪の被害者が１カ所で、医学的、社会的支援を受けることができる「ワンストップ支援

センター」の設立が増えています。三重県でも、この相談窓口から、ワンストップ支援センターの設立へ進

んでいくことを願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電 話：平日 午前１０時～午後４時 
０５９‐２５３‐７８６２ 

メール：sei-hanzai-higai@lake.ocn.ne.jp 

犯罪等の被害者やその家族・遺族の方々が必要とされ
るサポートを行い、被害からの回復、社会復帰に向け役
立つことを目的に、平成18年4月に設立された団体です。
また広報啓発活動などを通じて、地域社会の被害者支援
意識を高めることにより、被害者等の方々が二次的被害
を受けることがないように、もっと成熟した社会をつく
っていくことを役割であり使命と考え、活動しています。 
（津市栄町１丁目８９１番地 三重県合同ビル２階） 

現在、全国に１４カ所あり、近隣では、愛知県、
和歌山県、滋賀県で設立されています。 
 
 

 

 イクボスとは、男性の従業員や部下の、育児参

画や介護などプライベートの問題に対して理解

のある経営者や上司をいいます。従業員や部下へ

育児休業取得を促すなど、ワーク・ライフ・バラ

ンスの整備に努めるボス(リーダー)で、そうした

整備に力を入れつつ、自らも家庭、地域、社会貢

献などで人生を楽しんでいる人のことです。 

 働き方や育児・介護などで、さまざまな事情を

抱える人に対して、どのように接し、会社の業績

につなげてもらうかという課題が、現場から出て

きています。そうした課題に対して、カギとなる

のが、管理職や経営者＝ボスになります。さまざ

まな事情を抱えた人に配慮をしつつ、その人たち

に能力を発揮してもらい、会社の業績をいかに上

げていくかが、今、管理職に問われる要素となっ

ています。 

 管理職自身も親の介護などを抱える可能性が

ある現代社会においては、イクボスとワーク・ラ

イフ・バランスは密接な関係であるとも言えるで

しょう。今後、イクボスが必要であるという当事

者意識を、管理職自身が持つようにしていかなけ

ればいけないのかもしれません。 

今月のキーワード 

イクボス  
 
 
 
 
 
 
 

今回は、私（４１歳男性）の子育て奮闘記です。 

Ｒ君とＫ君はこの７月で２歳になりました。親とし

ては、日々の成長に驚きとうれしさを感じています。

以前は個々に遊んでいることが多かったのですが、最

近は二人で遊ぶことが多くなり、キャッキャッ言いな

がら毎日のように追いかけっこしています。なので、

一人がお昼寝してしまうと、もう一人はなんだか寂し

そうに見えます。ここまで読まれた方は、「ああ少し

は手が離れて楽になったんだな。」と思われるかもし

れませんが、とんでもない。ますます手がかかる、い

や手を焼くようになってきました。ある本には、２歳

児が一番手を焼き、王様にかしずく家来のように付き

合わないといけないと書いてありました。(-_-；) 

最近休日だけですが、なるべく子どもたちの食事を

作るようにしています。献立や分量に苦労するのです

が、子どもたちが完食してくれるとその苦労も報われ

ます。全然食べてくれないと相当へこみますが。子ど

もたちがいつか私のために、料理をしてくれるといい

なぁ。         【いつも献立に悩む担当：Ｙ】 
 

男女 
共同 

ああいい  

 

このコーナーでは、はもりあ四日市のスタッフが、本を読んだ
り、映画を観たり、お話しを聞いたり、また、日々の生活の場面
で感じたことを綴っていきます。 もちろん、『男女共同参画』の
視点   を通してね。 
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はもりあ四日市に登録されているグループを紹介します。 

 今回は   

さんです。  代 表 西 孝幸 

                              連絡先 090-6083-5944 
  

 ♡♡ 社会の最小単位である家庭、良い家庭を築いていこう！ ♡♡ 
 

私たちは、「父親の子育てマイスター」の４期生で、講座終了後グループを作りました。受講して、 

♥育児に対して不安だらけでしたが、みんなが同じ悩みがあると知って、ほっとした気持ちになった。 

♥「よい父親」でなくても、「笑っている父親」になら僕でもなれる！！ など、パパは元気いっぱい。 

そんな“とうちゃん”が集まる、このグループ間で集めたエネルギーを四日市市に、三重県に、東海に、 

  日本社会に、そして世界にプラスのエネルギーを発信していけたらという想いを胸に、様々なイべント 

  企画をしていきます。 

●◎あとがき◎●○ 

こんにちは！はもりあ四日市の清水です。梅雨も明けて、いよいよ夏本番といったところでしょうか。 

8 月 2２日に小学生を対象とした、夏休みこどもさんかくカレッジ２０１４を実施します。夏休みの宿題を片

付けるのにも、最適な企画ですので、ご参加いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

           
ウェルカメよっかいち  早朝清掃と楽しい海の勉強会（海のお魚たち） 

９月７日(日) ～コンビナートの街にアカウミガメを呼び戻そう～ 

時間８:００～10:00（雨天決行） 持ち物運動靴、帽子、飲みもの 

場所四日市市楠町 吉崎海岸（注：海岸にはトイレがありません） 

場所がわからない方はナカイ石油商事（楠町吉崎 319-1）から旗を目印に！ 

 問四日市ウミガメ保存会 森 一知 TEL 090-5111-0297  
 

９月９日(火)  はじめての方の読みきかせ 学習会こどもたちに絵本を読んでみませんか！  
           時間１０:００～１２:００  場所なやプラザ会議室 

          参加費８００円  定員２５人（先着順） 講師冨田信子さん 

          問・申 Can 岡田博子 TEL 352-3094 
 

        「傾聴による地域ささえ愛」講座（傾聴同好会） 
１０月 ７日(火) 「傾聴ボランティアとして」と「こころを受けとめる電話」 

１０月２３日(木) 「精神保健行政の現状」と「精神障がい者の家族として」 

１０月２９日(水) 「今日から私も『こころのバリアフリー宣言』」 

         時間１３:００～１５:３０  場所本町プラザ２階会議室  定員５０名 

         申込 郵送 〒512-1216 桜花台 1-32-6 和島弘治 又は、FAX  326-8634 で 

           名前・年齢・住所・電話番号を記入  ９／１０(水) 締め切り 

 

 

       
登録グループ紹介 

登録グループイベント情報 


